






















































































とができたのは 3 回だけです。最初は昭和 30(1955)年の前後、私が小学生時代のある夏に、
喜一先生が娘さんの晟子さんを伴って、私の玉庭の実家にお立ち寄りになりました。私の母






























































24(1891)年の 7 月 15
日生まれ、私の祖父の

















になります。喜一先生は 11 歳の時に則忠を頼って東京に出て、13 歳でその籍に入ります。
そして一高、東京帝大法科での学業を終えて、法曹として検事、判事となり、27 歳で結婚
して、翌年に東京商科大学での教壇に立ち、31 歳で分家して籍を抜くことになりますが、
この 18年間、すなわち則忠の 39歳から 57歳までの間、同じ籍にありました。喜一先生が
分家届を出したのは大正 11(1922)年 12 月で、翌年の大正 12(1923)年 1 月には英米独の留
























































当時の『高等師範学校一覧』によると、理科の同級生は 17 名、平均年齢が 23 歳となっ
ています。各地の師範学校を出てから少し尋常小学校の教員を経験し、その後の高等師範学
校への入学ということで、どうしても年齢が高くなるのですが、平均年齢 23歳のクラスの

























す。則忠（虎吉）が、玉庭を離れたのは 18 歳の時点、山形までの 40 数 km も専ら歩く時



















れた当初は 30 万石、後に減封されて 15 万石、家臣団が士族だけで 6,700 余人。この数は、










の同郷人のうち、あえて 18 人に絞って一覧できるようにしてみました【図 4】。17 番まで
は故人です。代表的な同郷人がどの時代を生きたか、喜一先生が 20 歳の時点で、同郷人が
どの年代で活躍されていたかを一覧できると思います。唯一ご存命の 18 番上杉邦憲さんは











































































































方、奨学金貸与の実績としては、明治 44(1911)年以来、現在まで 400 人規模となっており、
































































に言って「冷たかった」という印象です。移民等に親が 1 世とか 2 世とか、という表現があ
りますが、則忠は東京に出た 1 世ですが、喜一先生は 1 世なのか 2 世なのか。喜一先生は、
実際、玉庭の郷関を出た 1 世なわけですが、多分、精神的には 2 世だったのではないか。そ
れは則忠という 1 世の先達がいて、同郷人との交わりに重きを置く 1 世と、そこから距離






































































































































本稿は、2015 年 7 月 26 日、川西町農村環境改善センターで開催された川西町・愛知大
学主催「本間喜一先生を顕彰する講演会」における講演記録に加筆したものです。講演当時
は国立国会図書館長、2016年 3月 31日に退任。?
本稿のまとめに際し、本間晴七、藤田宥宣、穂保丈助の各氏からご教示いただいたことを
感謝します。?
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